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私
は「
元
気
な
か
の
や
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
た
め
、「
地
域
の
再

生
」
を
テ
ー
マ
に
、
平
成
24
年
度

に
つ
い
て
は
、
次
の
３
つ
の
柱
を

基
本
目
標
と
し
、
重
点
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

私
は
、
震
災
後
、
地
域
防
災
計

画
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
連

携
体
制
を
強
化
し
、「
総
合
防
災

訓
練
」
や
「
津
波
避
難
訓
練
」
の

実
施
、「
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

の
開
催
、
そ
の
ほ
か
「
標
高
表
示

板
」
の
設
置
な
ど
、
市
民
に
対
す

る
意
識
の
啓
発
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
民
の
安

全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
は
、
自

然
災
害
に
対
す
る
対
応
だ
け
で
は

な
く
、
交
通
事
故
や
犯
罪
の
防
止

な
ど
、
総
合
的
な
安
全
対
策
を
講

じ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、現
在
、

複
数
の
課
に
分
散
し
て
い
る
、
消

防
・
防
災
、
防
犯
、
交
通
安
全
な

ど
の
業
務
を
一
本
化
す
る
「（
仮

称
）
安
全
安
心
課
」
を
新
設
し
、

関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、各
種
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

一
方
、
小
・
中
学
校
施
設
の
耐

震
化
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
学

校
で
整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
児

童
・
生
徒
の
安
全
確
保
に
全
力
で

取
り
組
む
と
と
も
に
、
公
共
施
設

に
つ
い
て
も
、
耐
震
診
断
等
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化

は
、
今
後
な
お
一
層
進
行
し
て
い

く
こ
と
か
ら
、
介
護
や
医
療
保
険

を
は
じ
め
、
総
合
的
な
保
健
・
福

祉
の
充
実
を
図
り
、市
民
が
安
全
・

安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

　

第
一
次
産
業
を
基
幹
産
業
と
す

る
本
市
に
と
っ
て
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を

は
じ
め
と
す
る
貿
易
自
由
化
の
動

き
は
、
極
め
て
大
き
な
影
響
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
も
包ほ

う

括か
つ

的て
き

経
済
連

携
の
基
本
方
針
を
打
ち
出
し
、
農

林
漁
業
の
６
次
産
業
化
に
よ
る
付

加
価
値
の
向
上
や
、
農
商
工
連
携

に
よ
る
経
営
の
高
度
化
な
ど
を
施

策
と
し
て
、
国
際
的
な
競
争
に
耐

え
う
る
産
業
の
強
化
策
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
い

て
も
、「
企
業
立
地
の
促
進
」
を

は
じ
め
、「
農
商
工
連
携
」、「
６

次
産
業
化
の
推
進
」、「
ブ
ラ
ン
ド

化
の
推
進
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を

有
機
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る

た
め
、
農
政
部
と
商
工
観
光
部
を

統
合
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
内
発
型
産

業
の
支
援
や
企
業
誘
致
の
推
進

な
ど
、
産
業
振
興
に
係
る
施
策

を
、
総
合
的
に
展
開
す
る
と
と
も

に
、
非
常
に
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と

し
て
、
県
の
農
業
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
大
隅
支
場
に
「
加
工
技
術
支

援
拠
点
」
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
農
畜
産
物
の
付
加
価
値
を
高

め
る
こ
と
に
よ
る
生
産
者
の
所
得

向
上
を
図
る
な
ど
、「
元
気
な
か

の
や
づ
く
り
」
に
邁ま
い
し
ん進

し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
者
の
食
の
安
全
・

安
心
に
対
す
る
関
心
が
極
め
て
高

い
こ
と
か
ら
、
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
生
産
・
出
荷
体
制
を
さ
ら

に
構
築
し
な
が
ら
、
信
頼
さ
れ
る

産
地
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

昨
年
３
月
に
全
線
開
業
し
た
九

州
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
時
間
短

縮
効
果
が
よ
り
広
範
に
及
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

交
流
人
口
の
増
加
と
地
域
経
済
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、
志
布
志
港
に
就
航
す
る

「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
や
、
昨
年
８

月
に
再
開
さ
れ
た
「
山
川
・
根
占

フ
ェ
リ
ー
」
の
ほ
か
、「（
仮
称
）

鹿
屋
・
串
良
Ｉ
Ｃ
」
ま
で
の
完
成

を
間
近
に
控
え
た
「
東
九
州
自
動

車
道
」
な
ど
、
交
通
体
系
の
整
備

が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
、
地
域

活
性
化
の
好
機
と
と
ら
え
、
大
隅

半
島
に
誘
客
す
る
た
め
の
施
策
を

展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
十
分
念
頭
に

置
き
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ

ン
を
新
た
に
取
り
入
れ
た
「
か
の

や
ば
ら
園
」
を
核
と
し
て
、
本
市

の
資
源
や
特
性
を
生
か
し
た
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
に
よ
る
、観
光
、

歴
史
・
文
化
、
食
の
魅
力
な
ど
を

磨
き
上
げ
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

展
開
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
誘
客

を
図
り
、
交
流
人
口
の
増
加
促
進

に
努
め
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
次
代
へ
つ
な
ぐ
基

本
目
標
を
念
頭
に
、
平
成
24
年
度

は
、次
の
８
つ
の
施
策
に
基
づ
き
、

各
種
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

　

市
長
就
任
当
初
か
ら
一
貫
し
て

申
し
上
げ
て
い
る
、
市
民
と
の
対

話
を
重
視
し
た
、「
市
民
が
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
に
、「
市

長
と
語
る
車
座
会
議
」、「
地
域
再

生
会
議
」、「
元
気
な
か
の
や
づ
く

り
会
議
」
な
ど
を
開
催
し
、
市
民

の
意
見
を
引
き
続
き
市
政
に
反
映

す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
共
生
・
協
働
に
よ

る
自
立
し
た
住
民
自
治
を
確
立
す

る
た
め
、
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
創
出
に
向
け
、

・ 

市
民
活
動
団
体
等
の
企
画
提
案

に
よ
る
地
域
づ
く
り
活
動
へ
の

支
援

・ 

地
域
に
根
ざ
し
た
歴
史
あ
る
祭

り
や
文
化
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地

域
活
性
化
の
推
進

な
ど
、
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
築
き
な
が
ら
、
明
る
く

住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
に
取

り
組
む
た
め
、
第
２
次
行
政
経
営

改
革
大
綱
に
基
づ
く
、
集
中
改
革

プ
ラ
ン
や
定
員
適
正
化
計
画
を
進

め
な
が
ら
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
及

び
重
点
化
を
図
る
と
と
も
に
、
健

全
財
政
を
堅
持
し
ま
す
。

　

一
方
、
平
成
24
年
度
の
新
た
な

取
組
と
し
て
、
総
務
省
が
定
住
自

立
圏
構
想
の
推
進
に
係
る
新
規
施

策
と
し
て
掲
げ
た
、「
若
手
企
業

人
地
域
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
、

い
ち
早
く
名
乗
り
を
上
げ
、
本
市

の
熱
意
を
強
く
訴
え
た
と
こ
ろ
、

現
在
、
全
国
で
５
か
所
の
一
つ
に

選
定
さ
れ
、
４
月
か
ら
２
人
の
企

業
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
都
市
圏
の
若
手
企

業
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
本

市
に
新
風
を
吹
き
込
む
こ
と
に
よ

り
、
民
間
の
柔
軟
な
発
想
と
新
た

な
視
点
を
取
り
入
れ
る
と
と
も

に
、
地
方
と
大
都
市
圏
と
の
交
流

の
架
け
橋
を
つ
く
り
、
大
都
市
圏

の
民
間
企
業
と
地
域
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
を
促
進
す
る
も
の
で

す
。

　

ま
た
、
全
国
的
な
団
体
や
県
の

ほ
か
、
初
め
て
総
務
省
へ
職
員
派

遣
を
行
う
な
ど
、
時
代
の
変
革
に

迅じ
ん

速そ
く

に
対
応
し
、
今
後
の
地
域
主

権
を
支
え
る
職
員
の
人
材
育
成
の

強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
平
成
24
年
に
策
定

す
る
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画

に
つ
い
て
は
、
前
期
基
本
計
画
を

十
分
に
検
証
し
た
上
で
、
次
代
へ

つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
を
構

築
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
国
内
有
数
の
食
料
供

給
基
地
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
林
漁

業
者
の
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
戦

略
的
な
取
組
を
行
い
、
持
続
可
能

な
農
林
水
産
業
の
振
興
を
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

・ 

地
域
農
業
を
支
え
る
意
欲
あ
る

担
い
手
の
育
成
・
確
保

・ 

市
民
運
動
等
に
よ
る
「
食
育
」

や
「
地
産
地
消
」
の
推
進

・ 

地
域
性
を
生
か
し
た
作
物
で
あ

る
、「
紅
は
る
か
」
や
「
か
の

や
深
蒸
し
茶
」
の
生
産
振
興
と

農
林
水
産
物
に
よ
る
６
次
産
業

化
・ 

日
本
一
を
目
指
す
畜
産
基
地
の

創
造
に
向
け
た
推
進
体
制
の
強

化
・ 「
か
の
や
か
ん
ぱ
ち
」
の
品
質

向
上
の
た
め
の
養
殖
生い

け
す簀

係
留

施
設
の
改
修

な
ど
を
推
進
し
、
農
林
水
産
物
の

戦
略
化
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
農
林
漁
業
者
の
経
営
安

定
化
を
図
る
た
め
の
取
組
に
つ
い

て
は
、

・ 

畑
地
か
ん
が
い
事
業
な
ど
に
よ

る
農
業
基
盤
の
整
備
・
充
実

・ 

農
地
の
集
積
に
よ
る
経
営
規
模

の
拡
大

・ 

厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
養
殖

業
者
へ
の
餌え
さ

購
入
助
成

な
ど
を
行
い
、
負
担
軽
減
や
経
営

の
改
善
等
を
図
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
農
産
物
の
被
害
を

防
止
す
る
た
め
の
、
有
害
鳥ち

ょ
う

獣じ
ゅ
う

対

策
や
口
蹄
疫
等
の
防
疫
対
策
な
ど

を
充
実
し
、
経
営
の
安
定
維
持
に

努
め
ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、

・ 

中
小
企
業
者
の
販
路
開
拓
や
、

販
売
促
進
支
援
の
機
会
を
創
出

  

施
策
・
事
業
の
展
開

１
． 

市
民
の
声
と
力
を
生

か
す
ま
ち
づ
く
り

２
． 

地
域
を
元
気
に
す

る
産
業
づ
く
り

３
． 

交
流
人
口
の
増
加
促
進

次
代
へ
つ
な
ぐ
３
つ
の
柱

　

〜
基
本
目
標
〜

１
． 

市
民
の
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
の
確
保

２
． 

地
域
産
業
の
持
続

的
発
展
に
向
け
た

基
盤
づ
く
り

▲　イングリッシュローズの寄贈式

▲　第２回まるごと〝おおすみ"
　　アグリ・フード商談会

▲　スイーツコンクール

▲　「元気なかのや」づくり会議

▲ 　市長自らのトップセールスによる「かのやよ
かとこフェア in 大阪」を開催
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